
長南校区（南中地区） 

 

◆校区の概況 
 （長南校区全体） （平成 17 年 3月現在） 

人口 ・ 世帯数 １１，７９３人 ・ ４，１９３世帯   ※長滝地区含む 

高齢者人口 １，９７７人 

高齢化率 １６．７６％ 

ひとり暮らし高齢者

数 
３６１人 

高齢世帯 ２５９世帯 

主な校区活動場所 各町会館や樫井人権文化センター 

校区の特徴 支部ごとにさまざまな活動が行われています。特に高齢者を対象に 

した活動が多く、地域の人材を活用した交流会などが開催されていま

す。また地元の祭りである盆踊り、秋祭りに高齢者席を設けるなど参加

しやすい配慮をしています。 

地域福祉活動の状況 

 

＊ 小地域ネットワーク活動（個別支援・グループ支援） 
＊ 青少年問題の取組みとして社明大会への参加、ミニ集会開催 
＊ 機関紙『みなみなか』の発行 
＊ 16 年度は社協と共催で南中地域家庭介護講座を開催 
＊ 長南小学校児童(2 年生)高齢者交流会 
＊ 活動報告記念講演会 
＊ 福祉施設見学会 

 

南中地区福祉委員会  
ネット対象者･個別・グループ支援活動・協力員一覧（16 年度報告より） 

個別支援活動 グループ支援活動 
参加者内訳 

 

ネット数 延べ回数 延べ人数 回数 
対象者数 関係者数 

登録 

協力員 

安松町 ４０ １４２０ １４２０ ９ １５０ ２６９ ２２

南中岡本 １９ ２１９１ ２１９１ ５ ７１ ８２ ３１

樫井東町 １ １４ １４ ０ ０ ０ ２２

樫井西町 ７０ １１０１ ２８０３ ０ ０ ０ ２７

南中地区（全体）   １ １２８ ３０ 

合計 １３０ ４７２６ ６４２８ １５ ３４９ ３８１ １０２

 



◆検討会の開催状況 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ワークショップの内容について（検討会での意見交換の中から、一例を紹介します） 

 
 
 
 
 
 
 
 

開催日 平成16年10月13日（水） 開催会場 樫井人権文化センター 参加人数 33 人 

＜主な意見＞ 

z 介護などの出前講座ができないか 

z 高齢者の仕事の場がない 

z 災害時に指定された避難所は遠く、高齢者には不便 

z 子どもたちの安全について不安が多い 

z 子どもをすごい剣幕で叱る声が聞こえる 

 

～高齢者に関する意見が多く出されていました。一人暮らしの高

齢者に対しての心配事が多く、地域の中での見守りの方法や緊急時の対応、介護施設の選び方など、多岐

にわたっての意見交換がされていました。また、その他で多かったのが、近隣にある工場からの騒音と悪

臭についての意見で、地域での署名など解決に向けて話し合われましたが、行政からの指導を切望されて

いました。～ 

解決するには… 地域の中で、問題と思うこと 

z 高齢者の一人暮らしで、異常があったときの

対処について 

隣組などの小グループで、声掛けなどを行い異常に気づけ

るようにする。また、緊急時の対応を講座などで学ぶ 

地域の催しなどに参加するように促す  
 

 
 

z 引きこもりがちな高齢者の対応について 

町内の会館を開放できるようになっているの

で、近くに避難できるのではないか。また、避

難後の対応については、行政の応援を要請する

 
 
 

 
 

z 避難所が遠く、災害時、高齢者には不便 

z 避難後の一人暮らしの高齢者へのケアについて

近所付き合いを大切にして、なるべく多くの人と

知り合う機会を作り、身近に相談相手をみつける

 
 
 
 

z 子育てに関しての不安を解消する手立てが

なく、相談相手もいない 


